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第２四半期連結業績予想数値と実績数値との差異及び通期 

連結業績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 平成 26 年１月 14 日に公表した平成 26 年 11 月期第２四半期連結累計期間（平成 25年 12 月１日～

平成 26 年５月 31 日）の連結業績予想数値と、本日公表の実績数値に差異が生じましたので下記のと

おりお知らせいたします。 

 また、同じく平成 26 年１月 14 日に公表した通期連結業績予想並びに配当予想を下記のとおり修正

しましたので、併せてお知らせいたします。 

記 
 
１．平成 26年 11 月期第２四半期連結累計期間連結業績予想数値との差異 

（平成 25年 12 月１日～平成 26 年５月 31 日） 

 
売 上 高 

（百万円）

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

四半期 

純利益 

（百万円） 

１株当たり

四半期 

純利益（円）

前 回 発 表 予 想   （ Ａ ） 76,000 2,250 2,400 1,450 37.72 

実  績  値     （ Ｂ ） 77,724 2,905 3,170 1,899 49.42 

増  減  額     （Ｂ－Ａ） 1,724 655 770 449 ― 

増  減  率     （ ％ ） 2.3 29.1 32.1 31.0 ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 25 年 11 月期第２四半期） 
72,147 1,884 2,086 1,336 34.77 

 
２．平成 26 年 11 月期通期連結業績予想の修正 
（平成 25年 12 月１日～平成 26 年 11 月 30 日） 

 
売 上 高 

（百万円）

営業利益 

（百万円）

経常利益 

（百万円）

当期 

純利益 

（百万円） 

１株当たり

当期 

純利益（円）

前 回 発 表 予 想   （ Ａ ） 143,000 2,200 2,400 1,350 35.12 

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） 143,000 2,400 2,600 1,450 37.72 

増  減  額     （Ｂ－Ａ） ― 200 200 100 ― 

増  減  率     （ ％ ） ― 9.1 8.3 7.4 ― 

（ご参考）前期実績 

（平成 25 年 11 月期） 
137,252 1,605 2,056 1,307 34.02 

 

報告事項（３） 平成 26 年７月８日開示資料（15 時公表） 
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（差異及び修正の理由） 

 第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は概ね予想どおりとなりましたが、利益面ではエンジニ

アリング＆メンテナンス事業において、土木、設備、メンテナンスの各部門における完成工事の増加

による売上高の増加や、設備部門における完成工事の利益率の改善に取り組んだことに加え、各事業

における経費削減効果もあり、営業利益、経常利益ともに予想数値を上回りました。以上により、四

半期純利益も予想数値を上回る結果となりました。 

 また、通期の連結業績予想につきましては、当社グループの主たる事業の季節要因による影響に加

え、消費税増税後の影響など不透明な要素を含みますが、第２四半期連結累計期間までの実績等を勘

案し、上記のとおり修正いたします。 

 

３．配当予想の修正 

 年間配当金（円） 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
円 銭 

― 
円 銭 

5.00 
円 銭 

― 
円 銭 

5.00 
円 銭 

10.00 

今回修正予想   ― 6.00 11.00 

当 期 実 績 ― 5.00    

前期実績 

（平成 25 年 11 月期） 
― 5.00 ― 5.00 10.00 

 

（修正の理由） 

当社は、配当の基本方針として、連結配当性向 30％を目途として配当を実施することを定めており

ます。今回の通期連結業績予想の修正を踏まえ、期末配当金は前回予想から１円増配し、１株当たり

６円とし、年間配当金は 11 円といたします。 

 

 

※上記の業績予想及び配当予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 
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